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委員会での主な質疑

総
務
文
教
常
任
委
員
会

委員長
　黒澤三千夫
副委員長
　関口　弥生
委員
　大久保照夫
　新井　昭安
　加賀﨑千秋
　松岡　兵衛
　大嶋　和浩
　野澤　久夫

委員長
　閑野　高広
副委員長
　林　　幸子
委員
　栗原　健曻
　礒﨑　　修
　松本貢市郎
　桜井くるみ
　須永　宣延
　杉田　茂実

環
境
産
業
常
任
委
員
会

熊
谷
市
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
村
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
　
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
利
用
時
間
を
夏

と
冬
で
変
え
る
考
え
は
あ
る
か
伺
い
た
い
。

　
　
午
後
５
時
ま
で
と
規
定
し
て
い
る
が
、

５
月
以
降
８
月
31
日
ま
で
は
午
後
６
時
ま
で

利
用
で
き
る
。

（
所
管
課
・
社
会
教
育
課
）

熊
谷
市
定
住
人
口
増
加
の
た
め
の
固
定
資
産

税
等
の
課
税
免
除
に
関
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
　
対
象
者
の
要
件
で
、
平
成
26
年
１
月
２

日
か
ら
と
し
た
理
由
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　
固
定
資
産
税
の
賦
課
期
日
が
各
年
の
１

月
１
日
と
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
平
成

26
年
１
月
２
日
以
降
と
す
れ
ば
平
成
27
年
度

に
課
税
さ
れ
る
建
物
か
ら
適
用
す
る
と
い
う

こ
と
に
な
り
、
平
成
27
年
度
か
ら
制
度
を
施

行
す
る
と
い
う
意
味
か
ら
平
成
26
年
１
月
２

日
か
ら
と
い
う
規
定
に
し
た
。

　
　
年
間
の
市
内
の
新
築
戸
数
、
そ
の
う
ち

市
外
か
ら
の
転
入
戸
数
は
ど
れ
く
ら
い
か
伺

い
た
い
。

　
　
新
築
戸
数
は
平
成
25
年
度
で
１
，
１
６

０
戸
、
う
ち
２
１
８
戸
、
約
19
％
が
市
外
か

ら
の
転
入
で
あ
る
。

（
所
管
課
・
資
産
税
課
）

平
成
26
年
度
熊
谷
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
債
務
負
担
行
為
補
正
等
）
に
つ
い
て

　
　
図
書
館
の
窓
口
等
業
務
委
託
に
つ
い
て
、

妻
沼
図
書
館
が
加
わ
る
と
の
こ
と
だ
が
、
変

わ
る
部
分
が
あ
る
か
伺
い
た
い
。

　
　
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
い
う
こ
と
で
、
平

日
の
開
館
時
間
を
２
時
間
延
長
し
て
午
後
７

時
ま
で
と
す
る
予
定
で
あ
る
。

（
所
管
課
・
熊
谷
図
書
館
）

　
　
交
付
税
が
大
幅
に
増
え
た
理
由
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

　
　
主
に
平
成
25
年
度
は
法
人
市
民
税
が
減

額
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
と
こ
ろ
で
交
付
税

算
定
に
影
響
し
て
交
付
税
が
増
え
た
と
い
う

結
果
に
な
っ
て
い
る
。

（
所
管
課
・
財
政
課
）

財
産
の
取
得
に
つ
い
て
（
粗
大
ご
み
収
集

車
）

　
　
集
積
所
が
増
加
傾
向
に
あ
る
と
い
う
こ

と
だ
が
、
ご
み
集
積
所
を
増
設
す
る
た
め
の
、

現
状
の
条
件
を
伺
い
た
い
。

　
　
お
お
む
ね
20
世
帯
か
ら
40
世
帯
の
間
で

お
願
い
を
し
て
お
り
、
増
設
の
希
望
が
出
て

き
た
と
き
は
こ
ち
ら
で
調
査
を
し
て
、
増
設

を
し
て
い
る
。
ま
た
、
開
発
等
が
あ
っ
た
場

合
に
は
、
世
帯
数
が
多
け
れ
ば
必
ず
集
積
所

を
設
置
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

（
所
管
課
・
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー
）

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

（
熊
谷
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
、
熊
谷
市
熊

谷
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
及
び
熊
谷
市
立
勤

労
会
館
）

　
　
こ
の
施
設
の
指
定
管
理
の
期
間
が
３
年

と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
ほ
か
の
施
設

で
は
、
５
年
と
い
う
の
も
あ
る
が
、
指
定
管

理
期
間
に
つ
い
て
は
、
何
か
定
め
が
あ
る
の

か
伺
い
た
い
。

　
　
指
定
管
理
者
制
度
導
入
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

が
あ
り
、
指
定
管
理
期
間
に
つ
い
て
は
、
以

前
は
基
本
的
に
３
年
だ
っ
た
が
、
26
年
６
月

以
降
、
３
年
か
ら
５
年
と
い
う
こ
と
に
な
り
、

今
回
の
３
施
設
が
い
ず
れ
も
老
朽
化
し
て
い

る
こ
と
、
ま
た
、
く
ま
ぴ
あ
等
の
同
様
な
施

設
が
あ
る
た
め
、
効
率
的
・
効
果
的
運
営
が

図
ら
れ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
を
見
な
が
ら
、

今
後
の
こ
と
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
、
３
年
と
い
う
こ
と
で
設
定
し
た
。

（
所
管
課
・
企
業
活
動
支
援
課
）

平
成
26
年
度
熊
谷
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
衛
生
費
）
に
つ
い
て

　
　
ご
み
減
量
対
策
事
業
の
剪
定
枝
の
再
資

源
化
事
業
で
、
業
者
に
搬
入
さ
れ
た
剪
定
枝

が
、
ど
の
よ
う
に
再
資
源
化
さ
れ
て
い
る
の

か
伺
い
た
い
。

　
　
業
者
に
搬
入
さ
れ
、
チ
ッ
プ
化
さ
れ
た

剪
定
枝
は
、
主
に
燃
焼
ボ
イ
ラ
ー
等
で
使

用
さ
れ
、
製
紙
メ
ー
カ
ー
に
38
・
３
％
、
セ

メ
ン
ト
メ
ー
カ
ー
に
33
・
９
％
、
そ
の
他
の

製
造
業
に
17
・
８
％
、
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
向

け
に
10
％
と
い
う
内
訳
で
販
売
さ
れ
て
い

る
。

（
所
管
課
・
廃
棄
物
対
策
課
） せ

ん
て
い
し
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市
民
福
祉
常
任
委
員
会

委員長
　原口　健二
副委員長
　小池　　厚
委員
　小林　甚一
　松本　富男
　加藤　恒男
　大山美智子
　三浦　和一
　小林　一貫
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熊
谷
市
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
の
支
給
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

　
　
入
院
時
食
事
療
養
標
準
負
担
額
の
平
成

25
年
度
の
支
給
実
績
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　
件
数
は
１
４
１
件
、
支
給
額
が
１
４
１

万
６
，
３
０
０
円
で
あ
る
。

（
所
管
課
・
こ
ど
も
課
）

熊
谷
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
等
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
　
課
税
限
度
額
を
引
き
上
げ
る
と
の
こ
と

だ
が
、
影
響
を
受
け
る
人
数
は
そ
れ
ぞ
れ
何

人
か
伺
い
た
い
。

　
　
平
成
26
年
10
月
の
デ
ー
タ
に
よ
る
試
算

で
は
、
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
分
で
は
８
８

５
世
帯
、
介
護
納
付
金
分
で
は
２
０
１
世
帯

で
あ
る
。

（
所
管
課
・
保
険
年
金
課
）

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

（
熊
谷
市
立
健
康
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
）

　
　
指
定
管
理
料
に
つ
い
て
、
前
回
と
比
べ

て
安
く
な
っ
て
い
る
の
か
伺
い
た
い
。

　
　
平
成
25
年
度
ま
で
の
指
定
管
理
者
の

３
年
間
の
指
定
管
理
料
は
１
億
３
，
２
１
４

万
２
千
円
で
あ
っ
た
。
今
回
の
東
京
ド
ー
ム

グ
ル
ー
プ
の
指
定
管
理
料
は
１
億
３
，
３
５

３
万
３
，
７
６
０
円
で
あ
り
、
こ
の
金
額
に

つ
い
て
は
消
費
税
が
平
成
27
年
10
月
か
ら
10

％
に
な
る
前
提
で
積
算
し
て
い
る
た
め
若
干

高
く
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
現
状
の
８
％
で

試
算
す
る
と
今
回
積
算
し
た
指
定
管
理
料
よ

り
約
70
万
円
余
り
減
額
に
な
る
。

（
所
管
課
・
健
康
づ
く
り
課
）

平
成
26
年
度
熊
谷
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
民
生
費
）
に
つ
い
て

　
　
生
活
保
護
費
に
つ
い
て
、
医
療
扶
助
費

が
大
き
く
増
え
て
い
る
が
、
そ
の
理
由
に
つ

い
て
伺
い
た
い
。

　
　
前
年
に
比
べ
、
入
院
お
よ
び
外
来
の
人

数
が
増
え
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
平

成
25
年
度
の
４
月
は
１
３
７
名
の
入
院
お
よ

び
１
，
８
６
６
名
の
外
来
で
あ
っ
た
が
、
平

成
26
年
度
の
４
月
は
１
５
８
名
の
入
院
、
率

に
し
て
15
・
３
％
の
増
加
と
な
り
、
外
来

も
２
，
０
６
０
名
、
率
に
し
て
10
・
４
％
の

増
加
と
な
っ
た
。

（
所
管
課
・
福
祉
課
）

市
道
路
線
の
認
定
廃
止
に
つ
い
て

　
　
今
回
の
議
案
の
市
道
路
線
の
認
定
と
廃

止
に
よ
っ
て
、
都
市
計
画
道
路
「
第
２
北
大

通
線
」
の
全
区
間
が
市
道
認
定
と
な
る
が
、

第
２
北
大
通
線
の
事
業
の
現
状
と
全
線
開
通

の
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　
現
在
、
国
道
４
０
７
号
ま
で
の
第
２
期

工
事
を
平
成
29
年
度
に
終
了
す
る
と
い
う

目
標
で
進
め
て
お
り
、
引
き
続
き
、
関
係
者

の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。
併
せ
て
、
残
り
の
区

間
に
つ
い
て
も
、
現
在
、
招
致
活
動
を
行
っ

て
い
る
２
０
１
９
年
の
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
と
い
う
目
標
を
持
っ
て
、
関
係
者
の

ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
鋭
意
、
整
備
を

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
所
管
課
・
管
理
課
）

委員長
　守屋　　淳
副委員長
　山田　忠之
委員
　新井　清次
　新井　正夫
　福田　勝美
　富岡　信吾
　松浦　紀一

都
市
建
設
常
任
委
員
会

　
熊
谷
市
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
メ
ル
く
ま

の
「
く
ら
し
の
情
報
」
で
議
会
の
日
程
を
お

知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

メ
ー
ル
は
開
会
の
前
日

に
、
パ
ソ
コ
ン
、
携
帯

電
話
に
送
信
さ
れ
ま
す
。

　
ぜ
ひ
ご
登
録
く
だ
さ
い
。
登
録
方
法
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
熊
谷
市
公
式
ツ
イ
ッ
タ
ー
、
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
で
も
同
様
の
内
容
を
お
知
ら
せ

し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

市
議
会
の
開
催
日
程
を
メ
ー
ル
等

で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す

◥
熊
谷
市
公
式
ツ
イ
ッ
タ
ー


